
調査城跡 石垣

石垣番号 3029 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣都位 石段 (後世のもの ) 石積工法

方  位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石 材 花筒岩

転用石 征 叛」 Fロ 征

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ 欠け
剥離

朧 1縮 1聯
他
等

の
損

そ
焼 託鐙争‖罐 1髯纂写1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 基底都

修  理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

切石の階段

備  考 雁木 8段、側面なしのため計測不可 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の北西部で内堀に下る石段である。
上段での幅員は約2.8mである。

積
み
方
石
材
等

。花闇岩の切石を用いて積み上げられている。
・転用石、刻印は見られない。
・ 目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

明治以降水門設置時に築造されたと考えられる。

日
地
の
状
況



松城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

鯉 1篭賜争1罐 1髭纂軍1危
険度

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 布積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 征
（

亥」 F日 鉦

破損状況
と

破損要因

良好 欠 損 ズ レ ハラミ |フ レ 欠け
剥離

陥没 1崩落
 1罹蔑P

良好 有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

0.93 0.2

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

他

１
の
述

そ
記

その他
記述 2

破損現状

切石布積、日地モルタル詰め

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

・本石垣は三ノ丸の北都で内堀に下る石段の側壁の東面石垣である。
・高さは左隅角で約1.7m、 全長は天端で約2.8mである。
・勾配は90度 と急である。

・石の積み方は花蘭岩の切石を用いた布積で、日地にモルタルを詰めている。左隅角は切石を用いて積み

上げられている。右隅角は入隅である。
・石材は方形で、規模は標準的なもので揃っている。
・左隅角は算木積になつていない。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・破損は見られず、良好な状態である。

。明治以降水門設置時に築造されたと考えられる。

石
垣
の
変
遷
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石 垣

石垣番号 地 区 三 ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切 石 石垣位置

石垣都位 その他 (後世のもの) 石積工法 谷 積

方 位 南 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 算木にならなヤ

右隅角 出 急
特

地
記

上部構造物 石材 花闇岩

転用石 征
＾

亥J 印 征

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハ フ ワ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

他
等

の
損

そ
焼 搬嬢

破損
状態

影響の

程度
危険度

良好 有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.69

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

一

切石谷積、同地モルタル驚め

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の北西部で内堀に海水を導水する導水路の側壁で、南面石垣である。
高さは左隅角で約2.7m、 全長は約5.2mである。
勾配は77度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花南岩の切石を用いた谷積である。右隅角は切石を用いて積み上げられている。左隅角は
入隅である。石垣面は一部曲面である。
石材は方形で、規模は同一で揃つている。
右隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。
日地には全面モルタルを詰められている。

石
垣
の
変
遷

。明治以降水門設置時に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣番号 3032 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石、割石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 谷積、布積 (一部 )

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花南岩、安山岩

転用石 征
＾

刻  印 征
＾

況
　
因

鰍
と
恕

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
欠け
剥離 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

他
等

の
損

ユ
】串鳴

軽微な
改変

損
態

破
状

影響の

程度
危険度

良好 有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

117.16 114.1 2.47

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 『史跡高松城跡(地久柊。三ノ丸跡)』
その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

※海薗埋め立てにあたり新たに積んだものと思われる
全面谷積、左端は布積

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣は三ノ丸北部の武櫓と渡櫓を結ぶ長い南面内石垣である。
・高さは中央部で約 1.4m、 全長は天端で約117.2mで ある。
・勾配は84度 とやや急である。

・石の積み方は花闘岩、安山岩の切石と割石を用いた谷積で、一部布積が見られる。両隅角とも入隅であ

る。
・石材は角の取れた丸みのあるものが多いが、方形のものも見られる。規模は標準的なものが多いが、大

ぶ りのものも見られる。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・破損は見られず、良好な状態である。
・中央部で松の樹根が石垣面に食い込んでおり、将来的には破損が懸念される。

。江戸時代には塀が所在 した場所であり、明治以降に塀の替わりに築造されたと考えられる。
・築造後も部分的な積み直しがあった可能性がある。

石
垣
の
変
遷
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査城跡 石垣訓

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 布積、谷積 (一部)

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ?(埋没) 右

右隅角 入 御偏
上部構造物 石材 花闇岩、安山岩

転用石 征
＾

亥」 F「 4L

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1罹蔑P
その他
焼損等 1寵⊇摯1罐 1響 1危

険度
a2  1   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

27 05

築造時期 明治以降 改修 有 基底部

修  理 文献資料

発掘調査 『史跡高松城跡 (地久橋跡・三ノ丸跡)』
その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A,矢穴
3 天端石のズレ、欠けが日立つ

C 小ハラミ
D 血3004の石垣に突き当たる
※左端埋没、石材形状色々

備  考 左角勾配一石 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置
。
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の南面内石垣である。左側では地中に埋没 している。
高さは最も高い右隅角で約0.9m、 最も低い左隅角で約0.5mで ある。全長は天端で約27.Omであるが、た

側が埋没 しており、本来はもつと長い石垣と考えられる。
勾配は85度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の1積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた布積であるが、部分的に谷積や乱積も見られる。左隅角は
地盤にすり付けである。右隅角は入隅である。
石材は方形で角張つたものが多く、規模は標準的なものが多いが、大ぶりのものも見られる。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

。天端の石材のズレ、欠損が1見 られる。
・全体に乱雑な積み方となっている。

石
垣
の
変
遷

・発掘調査において当初の石垣は、約80clll前 面に埋没していることが判明しており(血3100石垣)、 幕末な
いしは明治以降に積み直された石垣と考えられる。
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城跡

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割 石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 布積

方  位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 算木にならない

右隅角 出 御編
上部構造物 石材 安山岩

転用石 4E 刻  印 鉦
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落 1醍議P

他
等

の
損

そ
焼

損
態

破
状磯勉

巽纂峯1危
険度

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

(2.54)
1.67

1.66

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

※全面安山岩で積む。後世のものと思われる。

備  考 短い石垣のため中央勾配計測省略 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の西面内石垣である。
高さは中央部で約 1,Om、 全長は天端で約1.7mで ある。左端は入隅を越えてさらに土中に延長 していると
考えられるが、その場合の全長は約2.5mで ある。
勾配は80～ 85度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は安山岩の割石を用いた布積である。左側では大石により笑い積み状になる。右隅角は切石
を用いて積み上げられている。左隅角は入隅である。
石材は方形で角張つたものが多く、規模は標準的なものが多いが、大ぶ りのものも見られる。
右隅角は算本積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・絵図等に見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡 石

石垣番号 3035 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 布積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 算木にならなし

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 安山岩

転用石 征
小

亥J Fロ 径
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 腱 崩落

1曜議?
その他
焼損等 篭鯵争‖罐 1髭峯睾1危

険度
B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 1 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.29

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

欝 尋
ィ

※全面安山岩で積む。後世のものと思われる。

備  考 調査年月 日 1平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の南面内石垣である。
高さは中央部で約1.lm、 全長は天端で約5.lmで ある。
勾配は84度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は安山岩の割石を用いた布積である。両隅角とも安山岩の切石で積み上げられている。
石材は方形の角張つた形状で、規模は標準的なものが多い。
左隅角は算木積になっていないが、右隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・天端石のズレが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・絵図等に見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

日 JIIの 締 詈 ヽ 沿 鴻 日aVの 面 狙Л 石材 種 饗 石 材 形 状 石 材 婦 穂 繕 み 方 自」IPの率 千事 由

全体的に見られる横 目地 全 面 安山岩 方形割石 ほぼ同規模 割石布積 布積

目
地
の
状
況
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城跡 調査石 垣

石垣番号 1  3036 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 害I石 石垣位置

石垣都位 |その他 (後世のもの) 石積工法 布積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切 石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 柳儒
上部構造物 石材 安山岩

転用石 征
＾

亥J F「 鉦
＾

況
　
因

餓
と
緩

破
　
破

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1締 1曜議P

て

居

他
等

の
損 篭鯵争1罐 1募象峯1危

瞼度
良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

(2.22)
1.52

築造時期 明治以降 改修 基底部

修  理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他
２

の
述

そ
記

破損現状

A ワレ

B.血3a7の石壇が突き当たる

※全画安山岩て積む。後世のものと恩われる。

備 考 短い石垣のため中央勾配計測省略 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

・本石垣は三ノ丸北部の東面内石垣である。
・高さは中央部で約1,Om、 全長は天端で約1.5mで ある。

考えられるが、その場合の全長は約2.2mである。
・勾配は85度 とやや急である。

右端は入隅を越えてさらに土中に延長 していると

・石の積み方は安山岩の割石を用いた布積である。左隅角は安山岩の切石を用いて積み上げられている。

右隅角は入隅である。
・石材は方形の角張つた形状で、規模は標準的なものが多い。
・左隅角は完成度の低い算木績である。
・転用石、亥1印 は見られない。

積
み
方
石
材
等

。石材のワレが見られるが、概ね良好な状態である。

・絵図等には見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

-293-



査石垣調

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 谷積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩、安山岩

転用石 征
ヽ

蕨1 印 鉦
＾

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 鰈 1離 1切

他
等

の
損

そ
焼 聘賜争‖罐 1髭纂峯1危

険度
a2  1   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

A.面角とも突き当て (両側の石垣の後に転む)

B.谷積
C.ズレ出し、マツの根の影響
※小石が多い、石材形状混じる。

安山者が多い。後世のものと思われる。

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の南面内石垣である。
高さは中央部で約 1.Om、 全長は天端で約3.lmである。
勾配は90度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は安山岩、花蘭岩の割石を用いた谷積である。両隅角とも入隅である。
石材は方形の角張つた形状や扁平な形状のものが見られ、規模は標準的なものが多いが小ぶ りなものも
見られる。積み方や石材の形状、大きさが隣接する両側の石垣とは異なり、一連のものではない可能性
もある。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・上部の松の影響により天端石にズレが見られる。

石
垣
の
変
遷

・絵図等には見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

目
地
の
状
況

-295-



史跡高松城跡 石 査

石垣番号 3038 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

孝==〔=つ
_ _rr

難熱謂

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 谷積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 安山岩

転用石 征
＾

刻  印 征
小

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ 欠け
剥離 陥没 崩落

1曜蒻P睫鰈 篭握李1罐 1響 1危
険度

nl 有 B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.38 2.09 1 1.15

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

ヌケ
この石のみ花商岩

※安山岩て積む。後世のものと患われる。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日

-296-



石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の西面内石垣である。
高さは中央部で約 1.Om、 全長は天端で約2.4mである。
勾配は83度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は安山岩の割石を用いた谷積である。右隅角は安山岩の切石を用いて積み上げられている。
左隅角は入隅である。
石材は方形の角張つた形状のものが多いが、やや丸みを帯びたものも見られる。規模は標準的なもの
が多いが、やや小ぶ りなものも左側で見られる。
右隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・天端石にズレと欠損が見られる。

石
垣
の
変
遷

・絵図等には見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

目
地
の
状
況



史跡高 石

石垣番号 3039 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積 工法 布積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 安山岩

転用石 征
ヽ

刻  印 鉦
ハ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ 欠け
剥離 触

1崩
落

1曜議?
他
等

の
損

そ
焼 託錢争‖罐 1髭纂峯1危

険度
nl a2  1   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3,95 -3

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

ハラミ飛び出し
天端石のズレ (上が減つてきているためか)

※安山岩て積む。後世のものと思われる。

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は三ノ丸北部の南面内石垣である。
・高さは中央部で約 1.Om、 全長は天端で約4,Omである。
・勾配は垂直に近く、やや前面に傾く。

・石の積み方は安山岩の割石を用いた布積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。天端は

不揃いである。
・石材は方形の角張つた形状のものが多いが、やや丸みを帯びたものも見られる。規模は標準的なものが

多いが、小ぶ りなものも見られる。
・石垣面は、加工面が凹面となる安山岩の特質のため、石垣面全体が不揃いである。
・両隅角とも完成度の低い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

。天端石のズレと右側に僅かなハラミが見られる程度で、大きな破損には至っていない。
・石垣背後の表上が流出し、天端石が浮き上がった状態となり、公々にズレ出し易くなっている。

。絵図等には見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

石
垣
の
変
遷

日地 ゆ位置 く―状況 目 卸電δ W411i 所 鐵 病 緋 形 状 石材規模 繕 及 ナ 日41tの率 4暮 由

全体的に見られる横 目地 全 面 安山岩 方形割石 ほぼ同規模 割石布積 布積

目
地
の
状
況

-299-



史跡高中山城跡 石垣 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 布積、谷積

方 位 原
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 安山岩

転用石 4L 亥J Fロ 錘
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1罹藩P
他
等

の
損

そ
焼 寵胞摩‖罐 1諮 1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.11

築造時期 明治以降 改修 基底都

修 理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

落とし積み

※安山岩で積む。後世のものと思われる。

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の東面内石垣である。また、多聞塀台へ上る石段の側壁 ともなっている。
高さは中央部で約 1.lm、 全長は天端で約2.lmである。
勾配は83度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は安山岩の割石を用いた布積であるが、右半は谷積である。左隅角は安山岩の切石を用いて
積み上げられている。右隅角は入隅である。
石材は方形の角張つた形状で、規模は標準的なものが多い。
左隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。絵図等には見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

目
地
の
状
況

-301-



石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切 石 石垣位置

石垣部位 石段 (後世のもの) 石積工法 一　

　

　

　

　

一

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材
花南岩、安山岩 (一

部)、 凝灰岩 (一部)

転用石 径
小

刻  印 4L

況
　
因

鰍
と
恕

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落 甥 隆鍵

軽微な
改変

損
態

破
状 期鱗

危険度

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

積み直し部分 (安山岩)

備  考 雁木 6段、雁木のため計測不可 調査年月 日
平成16年 12月 8日

-302-



石垣項目別カルテ

位
置
・
規
模
等

:鬱遜認最霧毬躁驚緊溢★縛霧ある。

懐
み
方
石
材
等

観書?第鰹断颯ぎヽ
日地は見ら―れない。

最上段|は安山岩|の小石材が是られ.乱

破
損
状
況

・ 破損は見られず、良舞な状態である。

石
垣
あ
変
遷

,絵図等には見られない石段であり、明治以降のものと考えられる。

≡
地
の
状‐
況

-303-



城跡 石 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 谷積、布積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出 例偏
上部構造物 石材 安山岩

転用石 鉦
ヽ

刻  印 征
小

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 鰹 崩落

1曜議P
他
等

の
損

そ
焼 寵α摯‖罐 1響 1危

険度
良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 1 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端角配 右角勾配

0.25   1   1.09

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

※安山岩て積む。後世のものと思われる。

備 考 調査年月 日
平成16年12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の西面内石垣である。また、
高さは中央部で約 1.lm、 全長は約2.lmである。
勾配は86度 とやや急である。

多聞塀台へ上る石段の側壁 ともなっている。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は安山岩の割石を用いた谷積であるが、一部布積も見られる。右隅角は安山岩の切石によっ
て積み上げられている。左隅角は入隅である。
石材は方形の角張つた形状である。規模は標準的なものが多いが、やや小ぶ りなものも見られる。
右隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。絵図等には見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

目
地
の
状
況

-305-



史 城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

:!|

石垣都位 その他 (後世のもの) 石積工法 布積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 安山岩

転用石 鶴
ハ

刻  印 征
＾

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 殿

1崩
落

1曜議?
その他
焼損等 恥亀ξ‖罐 1葵象峯1危

険度
slnl a2  1   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

4

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

※安山岩で積む。後世のものと思われる。

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の南面内石垣である。
高さは中央部で約 1.lm、 全長は天端で約4.Omで ある。
勾配は88度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は安山岩の割石を用いた布積である。両隅角とも安山岩の切石を用いて積み上げられてい

る。
石材は方形の角張った形状で、規模も標準的なものでほぼ揃つている。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

。天端の石材にズレが見られる。また、隅角石にフレが見られるが、概ね良好である。

石
垣
の
変
遷

絵図等に見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

巨地の位 置 t状況 口■獄憩前商詢脚[
FI!うと滝た謝 |1斎]嘔る、l,亨 技 H41め 1率牛喜 由

全体的に見られる横 目地 全 面 安山岩 方形割石 ほぼ同規模 割石布積 布積

目
地
の
状
況

-307-



史跡高 城跡 石垣調査

石垣番号 3044 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 その他 (後世のもの) 石積工法 布積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 安山岩

転用石 伍
ヽ

刻  印 径
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

久
剥 陥没 1崩落

 1理嘉P
他
等

の
損

そ
焼 篭鯵争‖罐 1葵纂拿1危

険度
良好 nl a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

天端石の欠横

※安山岩て積む。後世のものと思われる。

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の東面内石垣である。
高さは中央部で約1.Om、 全長は天端で約2.3mである。
勾配は85度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は安山岩の割石を用いた布積である。左隅角は切石で積み上げられている。右隅角は入隅で
ある。
石材は方形の角張った形状のものが多いが、やや丸みを帯びた小ぶ りの石材も見られる。規模は標準的
なものが多い。
左隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・天端石の欠損が見られるが、概ね良好である。

石
垣
の
変
遷

。絵図等には見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

目
地
の
状
況

-309-



史跡高松城跡 石 垣

石垣番号 3045 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 舌L積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花聞岩、安山岩

転用石 征
＾

刻  印 儀
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 1久損 |ズ レ ハラミ |フ レ 欠け
剥離 鰈 崩落

1曜議P
他
等

の
損

そ
焼 篭Q摯‖罐 1智 1危

険度
良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 基底都

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

※大半が安山岩。後世のものと思われる。

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の南面内石垣である。
高さは中央都で約1.Om、 全長は天端で約7.8mである。
勾配はわずかに逆勾配となつている。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた乱積であるが

両隅角とも入隅である。
石材は方形の角張つた形状や扁平な形状のものが見られ、
る。
転用石、刻印は見られない。

、右隅角近くで部分的に谷積が見られる。

規模は標準的なものが多いが、大小混在す

破
損
状
況

天端石の欠損が見られるが、概ね良好である。

石
垣
の
変
遷

・絵図等には見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

目 加 の 位 置 、 状 況 目地 の両 TRll 石材 経 逢 石 材 彩 潰 右紡 親構 繕 み方 目 JIFの 率 生 事 由

中央部笠石下の 目地 方 安山岩 ★影 笥I示 笠石 は大ぶ り ‖石 布 繕 笠石の積み上げ

下 芳 窪 山岩 方 形 割 石 妻‖本 書1繕

目
地
の
状
況
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史 石 査

石垣番号 1  3046 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 |その他 (後世のもの) 石積工法 布横

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材
花闘岩、安山岩、凝
灰岩 (一部)

転用石 征
＾

刻  印 笠

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 腱

1崩
落

1曜蒻?
そ

崩

他
等

の
損 篭鯵争1罐 1発象軍1危

険度
良好 a3  1   b2  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3 05 1.14

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他
２

の
述

そ
記

破損現状

建石灰
穴

議
矢

Ａ

Ｂ

※安山岩、凝灰岩、花闘岩が混在。後世のものと思われる。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の西面内石垣である。
高さは中央部で約 1.lm、 全長は天端で約3.lmで ある①
勾配は90度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた布積である。右隅角は割石を用いて積み上げられている。
左隅角は入隅である。
石材はやや扁平な形状のものが多く見られ、規模も標準的なものが多いが、やや小ぶりなものも見られ
る。
右隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

絵図には見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

日 IIIの 什 署  滑 淵 日 節 の 面 rgll 石材 種 理 右 材 形 景 石 紡 押 櫨 緒 み ナ 日 鮒 の 藩 牛 事 由

上部か ら中段にかけて見
沐 狛 ス 結 日 ttI

上部か ら中
酔

安山岩 方形割石 大小混在 割石布積 布積

目
地
の
状
況

|■ |.T竜杵
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城跡 石垣調査

石垣番号 3047 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 谷積
‐

‐

‐

一

‐
方 位 南

角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 切 石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩、安山岩

転用石 4L 刻  印 4L

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |ワ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

1曜議?
その他
焼損等 勃 ‖罐 1智 1危

睡
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 新規 基底都

修  理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

※花簡岩が多い。後世のものと思われる。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の南面内石垣である。
高さは中央部で約 1.lm、 全長は天端で約2.2mである。
勾配は80度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花南岩、安山岩の割石を用いた布積であるが、一部谷積も見られる。
角は切石を用いて積み上げられている。
石材は方形、やや扁平、丸みがあるものなど一定でなく、規模も大小混在する。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

左隅角は割石、右隅

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・絵図には見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

日
地
の
状
況

-315-



垣調査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 布積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花筒岩、安山岩

転用石 銀
＾

刻  印 征
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

他
等

の
損

そ
焼

軽微な
改変

損
態

破
状 期繊

危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央角配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

| 一
「ユ=

1     =
A 後世に積む
B.やや大石
C 矢穴

※花商岩が多い。後世のものと思われる。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の東面内石垣である。
高 さは中央部で約 1.2m、 全長は天端で約2.8mである。
勾配は84度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩、安山岩の割石を用いた布積である。左隅角は切石を用いて積み上げられている。
右隅角は入隅である。
石材は方形の角張つた形状のものが多く、規模は比較的大きな花蘭岩の石材 と小ぶりの安山岩が見られ

る。
左隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、亥1印 は見られない。

破
損
状
況

。破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

絵図には見られない石垣であり、明治以降のものと考えられる。

日 難 の 柿 潜 、 渋 汎 ヨJIIの 両 IEll 百材 種 窪 石材形状 右材 規構 精み 方 日41の 率 4事 由

左 隅角部 に天端 か ら下部

に至 る締 目llj

/F Igi 簡 井 方形 切 石 左側石材 はや
お ′I、 ミ n

切 石 布 橋 颯角部の積み直し

右側 絃 臨 碧 方 形 割 石 部1石布 繕

目
地
の
状
況

-317-



城跡 石垣 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣都位 内 石積工法 乱積、谷積 (一部) ・
１

１

１

１

・

―

マ　

　

　

　

　

一

一　
　

　
　

　

一

一　
　
　
　
　
一

刊

＝

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

＝

ｌｌ

＝

＝

Ｈ

削

輯
鰍
腑
腑

方  位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
魯
特

池
記

上部構造物 石材 花聞岩、安山岩

転用石 錘 亥I Fロ 征
〔

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1解 1曜議P

その他
焼損等 物 ‖禁握1移 危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

18.59 17.05 1.17
0.23(上 )

/120(下 )

築造時期 不 明 改修 基底部 地 山

修  理 文献資料

発掘調査 『史跡高松城跡 (地久格跡・三ノ丸跡)』
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

谷積 (積み替え?)

※花商岩が多い

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日

-318-



石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸北部の南面内石垣であり、渡簿に取りつく。
高さは中央部で約1.2m、 全長は天端で約18.6mで ある。
勾配は81度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は安山岩、花開岩の割石を用いた乱積であるが、部分的に谷積も見られる。両隅角とも入隅
である。
石材は方形の角張つた形状や丸みのあるもの、扁平な形状のもの等混在する。規模は標準的なものが多
いが、大小混在する。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

。破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・石垣前面の発掘調査において、石垣の栗石と考えられる礫が検出されてお り、当初の石垣はやや前面に
所在 したと考えられる。

・現在の石垣は、明治以降のものと考えられる。

目
地
の
状
況

-319-



史 城跡
一
口
画跡 石垣調査

石垣番号 地 区 三 ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切 石 石垣位置

石垣部位 石段 (後世のもの) 石積工法

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 鉦
〔

刻  印 径
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1曜蕩?
他
等

の
損

そ
焼 寵握摯‖罐 1警 1危

険度
良好 有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

0 92/0,75

/0 94

0.88/2.14

/0,9
1.27/1.23 1.27/1.27 90/―/82 ―/―/86 ―/81/87 ―/82/85

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

長い方形石材  (95cm X 30cm X 30c田 )

モルタルロ地

※後世に積まれたものと思われる

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置
・
規
模
等

:鱗矮鯉鶏鰹臨と鷲翠齋ある。

積
み
方
石
材
等

花満岩の長い方形切石を―用いて積み重ねた石段である。側面は切右の布積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られないと―

破
損
状
況

・破損は見られず、良舟な状態で―あ―る。
・踏面の目1地にモルタルが詰められている。

石
垣
つ
変
遷

・
雲τ活澄糧七聴倍ξ覆里葛揺蓬桑驀凍売奪黒憲ピ2余と、『罷屠快露擦憲囲とそ尭雹完込ヂ状

よりやや西

目
地
の
状
況

-321-



城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 内 (庭 ) 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 銀
ド

刻  印 径
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落曜蒻?隆鯉 損

態
破
状搬勉

確象軍1危
険度

良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

-2

築造時期 新郭造築期 。明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

面が納つていない
石垣というよりも庭国の石

備 考 左・右角勾配一石のみ計測不可 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の庭園北側の南面内石垣である。
高さは中央部で約0.5m、 全長は約6.2mである。
勾配は78度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の野面石を用いた乱積である。左隅角は地盤にす り付けである。右隅角は野面石を
用いて積み上げられている。
石材は不定形の角張つたものや丸みのあるもの等形状は一定ではなく、規模も大小混在する。
右隅角は算木積になっていない。
庭園的な積み方である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。新郭造築期ないしは、明治以降のものと考えられる。

目
地
の
状
況
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石

石垣番号 3052 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣都位 内 (庭) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 竹柵 石材 花南岩

転用石 鶴
＾

刻 印 征

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1罹蔑P
その他
焼損等 篭繊争1罐 1葵纂軍1危

険度
良好 a3  1   b3  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

0.77

築造時期 新郭造築期 。明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

石垣というより庭固風に様々な石材、大ききの自然石を並べる

備  考 左角勾配一石のみ計測不可 調査年月 日
平成16年 12月 9日

-324-



石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の庭園北側の東面内石垣である。
高 さは中央部で0,7m、 全長は天端で約7.lmである。
勾配は80度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の野面石を用いた乱積である。左隅角は野面石を用いて積み上げられている。右隅
角は入隅である。
石材は不定形の角張つたものや丸みのあるもの等形状は一定ではなく、規模も大小混在する。
左隅角は算木積になっていない。
庭園的な積み方である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。新郭造築期ないしは、明治以降のものと考えられる。

目
地
の
状
況
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